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学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実 施 日　　令和８年１月２９日

番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等

・進路実現に向けたキャ
　リア教育の実践

①生徒に好奇心や達成感を抱
　かせる課題や学習内容、学
　習方法等を工夫し、各学年
　において生徒が自ら針路を
　定められるよう段階的な進
　路指導を実施する。

A

①３年間を見通して学年毎に生徒・保護者に対し、
　進路意識を早期に持たせ、進路実現を目指す方
　針は、着実に効果を上げ、定着しつつある。ま
　た、昨年度に続き今年度も国立大学（山形大学）
　への進学者も出ており、今後も今以上に企業や
　大学等と連携し、キャリア教育のさらなる充実
　を図ることで生徒の進路実現の幅を広げるため
　にもコンソーシアムの設置を目指す。

進路実現に向けたキャリア教育の実践にお
いては、各種施策が確かな成果を挙げてい
ることが確認された。今後も企業や大学と
の連携をさらに強化し、生徒一人ひとりの
希望に応じた進路支援を持続的に行うこと
が求められる。また、就職・進学の二者択
一ではなく、生徒一人一人の適性や将来像
に応じた多様な選択肢を示すことで、生徒
の進路選択における安心感と納得感が高ま
ると期待される。

・教科を越えた学びを実
　践するカリキュラム及
　び授業の構築・実践

①時代と生徒の進路希望に沿
　った教育内容を実践できる
　カリキュラムを設定する。
　また、ＩＣＴを効果的に活
　用し、主体的・対話的で深
　い学びとなる授業づくりに
　取り組む。

A

①授業に満足している生徒の割合は、前年度より
　微増だが向上している。専門教科・普通教科共
　に８割以上の生徒がわかりやすいと回答してお
　り、生徒の学習習慣の定着と主体的な学びの醸
　成について、引き続き更なる充実を図るべく取
　組む。また、DXハイスクール事業の取組みにお
　いて、教科・学科の枠を越えた学習活動ができ
　るよう検討し、新しい着眼点により新たな時代
　を創る技術者の育成を充実していく。

五科合同課題研究発表をはじめとして、主
体的・実践的な取り組みが奏功していると
いう印象である。教科を越えた学びを実践
するためには、探究活動が不可欠である。
３年生の課題研究の質を向上させるために
は、２年生から段階的かつ計画的に探究力
を育成する取り組みが必要である。これに
より、横断的な知識の統合と深い理解が促
進され、効果的なカリキュラムと授業の構
築が可能となる。

・生徒の心身の成長と規
　範意識の向上

①キャリア教育の一環として
　規範意識の醸成を図る。ま
　た、組織的な登校指導や声
　かけ運動、身だしなみ指導
　等を実施する。 B

①時代の変化に伴い、校則の見直しを行ったが、
　指導基準が無くなったことにより教員による指
　導の難しさが浮上している。就職（希望）者が
　半数以上いる本校では、今後、生徒に基本的生
　活習慣を身につけさせることはもとより、規範
　意識を高めつつ、これまで以上に主体的に判断
　する力を育むことが急務となっている。また、
　遅刻・欠席は改善傾向にあるが、挨拶もしっか
　りとできるよう合わせて指導していく。

生徒の心身の成長と規範意識向上には、挨
拶を基本とした誠実で正しい行動の習慣づ
けが重要である。これは単なる規則順守を
超え、自ら進んで良い行いをする心構えを
示す。教職員が率先して元気な挨拶を実践
し、「誰もが元気に挨拶をする学校」を目
指すことで、健全な学校風土の醸成が期待
される。今後も継続的な支援が望まれる。

・資格取得やコンテスト
　に向けた指導、部活動
　や生徒会活動、地域交
　流・ボランティア活動
　等による体験活動の充
　実

①資格取得やコンテスト等の
　情報を積極的に提供し、部
　活動や生徒会活動、地域交
　流・ボランティア活動等の
　機会を生かすことで、生徒
　の多様な体験活動等を支援
　する。

A

①今年度も様々な資格取得やコンテスト、部活動
　や生徒会活動など、生徒が主体的にチャレンジ
　できる機会を充実させることができた。また、
　生徒会が中心となり、自主制作したかるたを使
　って「全校かるた大会」を実施したほか、デザ
　インを募って「川工タオル」の作成、川越警察
　と協働して「若者の非行防止キャンペーン」の
　広報活動を行うなど主体的に行事に取組んだ。
　次年度は、教員の働き方改革にも配慮しつつ、
　生徒が新たなことにチャレンジできる機会を作
　れるよう工夫していく。

資格取得やコンテスト、部活動、生徒会活
動、地域交流・ボランティアなど多彩な体
験活動が充実している。これらは生徒の自
己有用感や自己実現を促し、学んだ技能を
社会や仕事と結びつける指導が重要であ
る。外部コンテストでは、５～１０年先を
見据えた課題解決や機会提供が求められ、
生徒の可能性拡大に寄与すると思われる。

・地域社会と連携した教
　育活動の実践

①地域自治体や企業、大学等
　と連携した取組を効果的に
　かつ効率よく実施する。

A

①学校としてだけでなく学科や課題研究班の単位
　で、大学、川越市はじめ地元の各種協会や事業
　団体と連携・協働して教育活動を展開した。次
　年度は、これらの取組みと県の事業を効果的に
　活用し、継続するものと新規で取組むものを働
　き方改革を意識しながらバランスよく実施し、
　工業高校の特色を生かした「社会に開かれた教
　育課程の実践」に取組んでいく。

地域社会と連携した教育活動は活発に実施
され、多くの生徒が成果を上げている。自
治体や地元企業、大学との連携をさらに強
化し、生徒が学習成果を社会や企業と結び
つけ、実感できる機会を創出することが望
まれる。また、中学校との連携を積極的に
推進し、進路選択や学びの深化につなげる
ことが重要である。工業高校として地域産
業と密接に連携し、地域と共に人材を育成
する教育が期待されている。

・学校ホームページや
　ＳＮＳ等による効果的
　な本校の魅力と教育活
　動の情報発信

①ホームページやＳＮＳ等を
　用いて教育活動を効果的に
　発信し、保護者や中学生及
　び中学校の先生方のニーズ
　に沿った情報提供を行う。 A

①保護者の満足度は、充実した情報発信の他に順
　調な進学・就職実績の伸長も加味されているも
　のと推察するが、それでもニーズに適した十分
　な数字であるといえる。また、広報部発足２年
　目となり、中学生の受検希望倍率をみる限り、
　こちらも十分な成果をあげることができたとい
　える。次年度は、情報発信の効率化を図りつつ、
　SNS等のトレンドの変化に注視し、引続きニーズ
　を捉えた発信に努める。

学校ホームページやSNSなどを活用した情
報発信は保護者の満足度向上に寄与してい
る。しかし、より魅力的なコンテンツ作成
には、生徒や保護者、校外関係者の意見を
積極的に取り入れ、学校の魅力向上に努め
ることが不可欠である。情報発信の質を高
めることで、多様な関係者への理解促進や
信頼醸成につながり、今後も効果的な発信
活動の継続が期待される。

3

【課題】
・地域社会との連携を開かれた学
　校づくりに生かし、社会性豊か
　な人材を育成する。
・本校の教育活動を効果的に発信
　するために、ＳＮＳやメディア
　を活用する。専門高校の教育内
　容を県民に広く周知する。

①保護者アンケートによる学
　校への満足度が前年度より
　向上したか。

1

【課題】
・幅広い進路実現に対応できるカ
　リキュラム及び授業を充実させ
　る必要がある。
・工業科の学科間連携に限らず、
　教科を越えた学習活動により、
　新たな時代を創る技術者の育成
　を実現する。

①生徒アンケートにおいて、
　授業に取り組む姿勢が前年
　度より向上したか。

【課題】
・生徒が主体的に元気よく挨拶が
　できるよう、キャリア教育を充
　実させ、自己実現に必要なこと
　を考えさせ、学ばせる。
・資格取得やコンテスト、部活動
　や生徒会活動など、生徒が主体
　的にチャレンジできる機会を充
　実させる。

①資格取得数やコンテスト等
　で活躍した生徒数、地域交
　流・ボランティア活動への
　参加数、また、生徒アンケ
　ートにおいて、「部活動は
　満足していますか。」が前
　年度より向上したか。

【現状】
・地域と連携した教育活動が行わ
　れている。
・日々の教育活動をホームページ
　等により情報発信している。

①地域社会等と連携した学びの
　場やキャリア教育を推進する
　機会が前年度と比較して効果
　的に効率よく実施できたか。

①保護者アンケートにおいて「高校生活全般につ
　いて、充実している」割合は97.0%（昨年度比
　+1.6%）とコロナ明け最高の満足度であった。
　今年度は広報部が中心となり、SNS等による教
　育活動の効果的な情報発信を重点的に取り組み、
　１月９日時点で、動画等の投稿数285件（累計
　512件・昨年度+61件）、フォロワー数1,256人
　（累計2,270人・昨年度+240人）という状況で、
　対外的な情報提供も充実した。

現状と課題 方策の評価指標 評価項目の達成状況

【現状】
・生徒はやさしく穏やかであり、
　授業も円滑に行われている。
・進学者が増加傾向にある。

①生徒アンケートにおいて、
　進路未定者数が前年度より
　減少したか。

①２学期までの遅刻の割合は2.09%（昨年度比
　-0.36%）、欠席の割合は2.63%（昨年度比
　-0.54%）で、前年度より減少した。生徒アンケ
　ートにおいて「あなたや周りの人は、決まりを
　守っていますか。」の割合は93.0%（昨年度比
　+0.6%）と９割を超え、前年度より微増してい
　ることからも改善傾向にあるといえる。身だし
　なみについては、ポロシャツや防寒着等、ルー
　ルの見直しを行ったが、状況は概ね良好である。

①地域と連携した「かわごえ産業フェスタ」をは
　じめ、森田川越市長他約1000人がミニ電車に乗
　車した「KAWAGOEクリスマスフェスタ」、小江
　戸川越ハーフマラソン2025ポスター等デザイン、
　地元の第五地区社会福祉協議会主催の「世代間
　交流事業」参加の他、新たに化学科課題研究班
　により城西大学様と共同研究した「アゾ染料」
　を用いた水性ペン制作を川越南文化会館にて
　「理科実験教室」として実施するなど、キャリ
　ア教育につながる取組を幅広く実施した。

①ジュニアマイスター表彰26名（+6名）、埼玉県
　高校生専門資格等取得表彰38名（+6名）、高校
　生ものづくりコンテスト、技能検定等受検の他、
　自由研究による特許取得、山形大学SEPSに参加
　して第３位の表彰を受けるなど、積極的な資格
　取得や新たなコンテストへのチャレンジを支援
　した。生徒アンケートにおいて「部活動は満足
　していますか」の割合は、76.3%（昨年度比
　±0.0%）であった。今年度は自転車競技部と柔
　道部が全国大会に出場、美術部が絵画で全国学
　総文化祭に出展するなど生徒が活躍した。

概ね達成(６割以上)

2

【現状】
・挨拶・身だしなみ・清掃など、
　生徒の基本的生活習慣は良好で
　ある。
・部活動や生徒会活動などが、主
　体的・協働的に行われている。

①遅刻・欠席者数が前年度よ
　り減少したか。また、生徒
　アンケートにおいて、「あ
　なたや周りの人は、決まり
　を守っていますか。」が前
　年度より向上したか。

①進路実現の成果として、就職は、110名中102名
　（92.7%,昨年度比+1.4%）の生徒が12月までの受
　験で合格し、今年度も就職内定率100％であった。
　その内、公務員は川越市の推薦枠5名を含む18名
　と倍増以上に増加した。
　進学は、108名中、山形大学をはじめ大学が65名
　（60.2%,昨年度比+3.4%）、専門学校が40名
　（37.0%,昨年度比-1.7%）であった。３年生の進
　路未定者は3名（前年度比-50.0%）で、より適切
　な進路指導ができたといえる。

①生徒アンケートにおいて、授業に満足している
　割合は、共通教科76.7%（昨年度比+1.6%）、専
　門教科72.8%（昨年度比+0.2%）であり、僅かで
　はあるが前年度より向上が見られる。五科合同
　課題研究発表会は今年度で第10回を迎えた。文
　部科学省の高等学校DX加速化推進事業（DXハイ
　スクール）指定校として２年目となり、授業に
　おけるＩＣＴ活用状況及び活用手法が向上した。

変化の兆し(４割以上)

不十分(４割未満)

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

　　出席者　学校関係者　　　　７　名
　　　　　　生徒　　　　　　　６　名
　　　　　　事務局(教職員)  １６　名

年 度 評 価（１月２９日 現在 ）

令 和 ７ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 川 越 工 業 高 等 学 校 ）

目指す学校像 　モノづくりをとおして新たな価値を見出し　新たな時代を創る技術者を育成する
※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校
　評価懇話会を開催し、学校自己評価を踏ま
　えて評価を受けた日とする。

達
成
度

ほぼ達成(８割以上)

重　点　目　標
　１ 高い志を持って自らの針路を定め、希望の進路を実現する力を育む
　２ 基本的生活習慣の確立並びに、果敢に高い目標にチャレンジする強い精神を育む
　３ 「社会に開かれた教育課程の実践」をとおして、キャリア教育を推進する


